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近代日本のカリキュラム
「時間」と「時刻」はどのように教えられてきたかー
佐藤英
はじめに
時間と空間は，西洋近代において成立し，全世界に波及した近代的な秩序の代表である。空
間の秩序が今日なお，ヤード‘・ポンド法などのローカルなルールを持続させているのに対し，
グリニッジ天文台を起点として計られる時間の秩序は，ローカルなルールをほぼ消し去った。
近代の時間秩序はいわば近代システムの根幹と言っても良い。そして時間の秩序とは，単に，
l日の起点をいつにするか 1時間をどのように定めるかといった制度に限るものではない。
人が近代的な時間秩序の中にあるとは，決められた時刻に集合することを人に命じる規範意識
の中にあることを意味する。その時間的な秩序意識，つまり「遅刻」の意識が成立するうえで，
重要な役割を果たしたのが，工場，軍隊，そして学校であった。それでは，近代日本の学校に
おいて，時間と時刻はどのように教えられてきたのだろうか。この問題を取り上げることを通
して，学校における近代的な秩序とは何かという問題に迫りたいと考えている。
時間厳守を教える日本の学校のシステムに関しては，西本郁子の研究が詳しし、1。西本は，文
部省の「小学生徒心得J (1873年)が授業開始の 10分前に登校することを生徒に求めていた
点や，同年の「小学教師心得」が授業開始時刻には生徒を遅滞なく教場に入れるよう，教師に
求めていた点を明らかにしている。また. ~西国立志編~ (サミュエル・スマイルズ著，中村
正直訳. 1870~ 1871)が「時は金なり j というプランクリンの思想を日本に伝え，それが文部
省の『小学読本~ (1871)やその後の検定期の読本教科書，さらには固定の修身教科書にも取
り入れられたことを明らかにしている。
しかし，西本は算術教育には言及していない。これはおそらく，西本の関心が時間の規律の
教育にあったためであろう。たしかに，今日 1年生の算数の授業で時計の読み方が扱われてい
るとしても，それが「時は金なり」という教えや，遅刻は許されないという規純に直結してい
るようには思われなし、かもしれない。しかし，算数(算術)は，鍬で時を知っていた近世の人
が一分一秒を争う現代人に移っていく際の基本的なリテラシーを提供したのではないか。本稿
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では小学生徒心得jや修身の教科書とは異なり，算術という教科があからさまには時間の
規律を扱っていないにもかかわらず，深層においては，人を時間に沿って行動する人に変える
機能を持っていたという見通しのもとで，算術教育における「時間j と「時刻Jの教育を見て
みたい。以 f，固定期以前，固定WJ，戦後という 3つの時期区分に沿って 3節構成でH寺問と
IN'刻の教育ーの変遷を見ることにしよう。
第 1節 固定期以前の時間と時刻の教育
1 )近世の時間意識
近代の教育を見る前に，近世の時間と時刻について確認しておこう。近世の時I:J意識に|刻し
ては，昼の時間と夜の時間をそれぞれ 6等分する不定時法が取られていたこと，および今，=，の
私たちが持つ意識に比べると， 1寺刻の正確さへのこだわりが乏しかったことを確I出しておけば
良いだろう。
近1Ji:において時計の所有は富裕層に限られており，都市部であっても人々は鑑の音によって
1;1)・友IJを大1っていた。一般に昼の一刻と夜の一刻は異なり，それらは季節によっても異なってい
た。厳密にいえば，昼の一刻の長さは一日一日で異なっていたのである。したがって，そこに
は加は:や減法の前提となる一刻の等価性がなかった。したがって『塵幼記』に時I:Jの力1減来・除
の問姐がないことも不思議ではない。時間は計算の対象ではなかったのである。さらに，現在
の分や秒など，短い時間を表す概念、も見当たらない。時間の細かい単位としては，せいぜい，
一刻を四等分した時間，つまりおおよそ 30分を表す時間の単位があるにすぎなかった。今日
も用いられる「丑三つ時」とは，丑(うし)の刻を 4等分したうちの 3番目の時間帯というこ
とになる。
そしてここから，近世の時間意識としてもう一つ重要なことが確認される。つまり，近世に
あっては丑の刻」にしても「丑三つ時」にしても，持続としての時間の意識があるだけで
あって，点としての時刻を表す概念はなかった。先ほど昼の時間と夜の時間をそれぞれ 6
等分する不定時法」と述べたが，正確には，夜明けを挟む約 2時間が igp J (明け六つ)であ
り， 日暮れを挟む約 2時聞が「酉J (暮れ六つ)である。日の出と日の入りをそれぞれ点とし
ての時刻として意識しがちな私たちからすると，暮れ始めてから夜が始まるまでの時間帯に名
前を付ける意識は古典文学の世界のように思われるが，それが近世を生きた人々の時間意識だ
った。
2 )明治初年のカリキュラムと教科書
加減の対象にならない流れとしての時間を生きていた近世の人は，太陽暦の採用と定時法の
採用という近代時間秩序とどのように出会ったのだろうか。この問題を，明治初年の法令や教
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科il}を通して見てみよう。
まず学制J (1872) と「小学教則J (1872)では時間や時刻の教育に触れた箇所は見当
たらない 2。不定時法から定時法への変更は，旧暦明治 5年 12月 3日を新l膏の明治 6年 1月 1
日とする改暦によってようやく行われたものだから学fliJと「小学教則」に「時間j と「時
刻」に関する記述ないのも無'理からぬところである。
それでは小学教員IJJ で教科 ~I;: として例示された『筆算訓蒙~ w洋算早学』ではどうだろ
うか。 w筆算司11 蒙~ (塚本明毅著，沼津学校干IJ，1869)は，冒頭の凡例で凡時刻はすべて
時辰儀によりて此を算す [0 )俗間時刻はこれを学術上に施し難きを以てなり J3 ([)内引
用者)という注意書きを置いている通り，時間に関する問題を載せていた。ここで fn寺辰俄」
とは，不定時法を示す和時計とは異なる，西洋の不定時法を示す時計のことである 4。 「俗間
時刻」とは不定時法のことであろう。そして本文には 1時間が 60分であるとき， 24時間は
何分かといった乗法の問題や，東京からグリニッジ天文台までの「時刻」の差が 33561秒であ
る時，これを時分秒で表せといった「諸等命法」の問題，時分秒を秒に直す「諸等通法Jの問
題が挙げられている。さらには I一時は即十五度なる故，経度ありてこれを十五分すれば，即
其時刻の差を求むべし，今長崎府は英国東経一百二十九度五十二分四十五秒なり，其時刻の差
幾何なるや J5 といった，経度から時刻の差を求める問題も見られる。
なお，ここで時間と時刻に関する特徴として時間」と「時刻」が用語として明雄に区別
されていない点を確認しておこう。たとえば，東京とグリニッジ天文台との時刻の差を求める
先の問題で用いられている「時刻」は今日の時刻と同じ意味で、あるのに対し，海上 350里を 3
昼夜 6時間 10分で走る蒸気船は 1里を「幾何時刻にて行くやJG という問題における「時
刻」は今日の用語でいえば「時間Jである。近世における時刻の概念は現代のような数直線 k
の点のような概念ではなく，あくまで持続する時間帯であった。時間と時刻とを区別し，時刻
と時刻の聞から時聞を導くこと自体が近代的な意識だ、った。
さて， w筆算訓蒙』に比べ平易な内容を扱っている『洋m:早学~ (吉田府徳編， 1872)にも，
時間に関する加減や諸等化法の問題が見られる。しかも，自然科学の知識を多く盛り込み翻訳
色が濃い『筆算訓蒙』に対し， ~洋算早学』は，西洋の 1 1寺聞を近世以来の「刻」と対比して，
「我半時J7 と注記するなど，和洋の時間意識の違いに着目している。さらに日本腕六ツ
時と西洋時計の五時二十分と相適する時は昼の長さ西洋の幾時間に当るか」といった問脳も見
られる。それで、も，子どもの日常生活に触れた問題がない点は， wm:司1蒙』と変わらなかっ
た。今日の算数教科書では寺!日1とH寺刻の単元はアナログ1寺iHの説み方から入るのが通例とな
っているが，時計の絵は，そのし、ずれの教科書にも見られない。
それでは，子どもの日常生活に触れた問題がない点を当H、1のすべての教科書の特徴と品-って
良し、かというと，重要な例外があった。 w小学部術者 巻ー~ (文部省編纂， 1873) には，学
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校で子どもが午前中に 3時間，午後に 2時間勉強した時，あわせて何時間勉強したかといった
問題や， 11歳の子どもは 3年前には何歳だったかといった問題が載せられている 8。子どもの
生活に|刻わる問題を載せているのは，アメリカにおけるべスタロッチ主義の影響を表すものと
言えよう。本書には，年月日に関する問題に比べ時間に関する問題が少桜いこと，時刻lに関す
るI¥J姐がまったくないこと，および教科書の冒頭に時計文字(ローマ数字)が載せられている
という特徴もあった。時計文字が紹介されているとはいっても，時計の絵はなく，当然H寺i卜の
読み方も扱われていないから，その点では『筆算訓蒙』や『洋算早学』と変わりなかった。
これまで見てきたとおり，明治初年の教科書には，時間や時亥IJに関する問題が多少合まれて
いたものの，時計の絵は載っていなかった。なお，西本が示している通り，文部省が作成した
掛 I~I には H寺計の図があり，教師向けの手引書には時計は時を計るために用いるものであること
が述べられている日。文部省の「小学生徒心得J (1873)は授業開始の 10分前に登校すること
を生徒に求めているから，時間!被守の教育は算術以外の領域で行われたと見てよかろう。
3) 1寺問と時刻を教えるカリキュラムの制度化~検定期
第 2次教育令に基づく「小学校教則綱領J (1881)や，第 1次小学校令(1886) にも，従
来通り時IJや時刻に関する規定は見られない。時間と時刻の扱いが法令に登場したのは，第 2
次小学校令 (1890) に基づく「小学校教則大綱J (1890) が最初である。 I小学校教則大綱J
の第 5条は算術は日常の計算に習熟せしめ兼ねて思想、を精密にし傍ら生業上有益なる知識
を与ふるを以て要旨とす」と述べた後初年より漸く度量衡貨幣及時刻の制を授け之を日常
のlJf.物に応用して其計算に習熟せしむべしJ10と述べている。時間と時刻の教育が度frI:衡貨幣
と同列に扱われており，この時点で，時間と時刻を「量Jの領域に含める今日のカリキュラム
の路線が決定したと言って良い。数の計算領域を規定した後で，度量衡，貨幣と並んでH寺間の
教育が世かれる構成は，第 3次小学校令に基づく「小学校令施行規則J (1900)でも附襲され
た。
それでも小学校教則大綱Jのもとで，初年次における時間と時刻の教育が本格化したわ
けではなかった。 1893年文部省検定済みの竹貫登代多『尋常小学筆算教科書』では， 1寺聞が扱
われるのはようやく第 3巻からであり，距離の度量衡(里，町，間)と広さの度量衡(町，段，
畝，歩)が扱われた後である。 I時間」の内容がひとまとまりにされ，そこで日時分秒の関係
や年月週日の関係，および時間に関する四則が扱われている 110 3年生の教科書で度量衡とと
もに時間と時刻を扱う点では，検定期を代表する教科書であった金港堂書籍の『尋常算術教科
書~ (1901)も同様だった。
以上の通り，検定期においては，時間と時刻の教育が 3年次の度量衡の単元の中で制度化さ
れたものの，時計の読み方をはじめとする初年次の教育は教科書からは伺われなかった。
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第2節 固定期の時間と時刻の教育
それでは，時計の読み方をはじめとする時間とH寺刻の初年次での教育は，いつ始まったのだ
ろうか。この点を見てみよう。
1)第 1期・第 2期固定教科昔、
まず第 1期固定教科書(~尋常小学i+術書』と『高等小学算術者~~ ， 1905年から使用開始)
を見てみよう。~尋常小学t1t術書』は，不名数の計算式の一覧表と名数の単位，および若干の
教授上の注意を載せ，具体的な文章題はわずかしか載せていないため，一見無味乾燥な印象を
与えるが，それは本書が教師用書であるためである。しかし，この無味乾燥な外観は唯教
師に教材を示すに止り，直に生徒に示すべきものにあらざるJためであり実際の授業に方
りでは宜しく之を適当なる言語に翻訳すべきものなることを忘るべからず」という配慮があっ
た 12。尋常小学校用の児童用書が発行されなかった事情も同じ配慮によるだろう。
尋常小学校用の教師用書を参照すると，名数の単位として枚J r本J r冊j が 1年次に
現れるのに対し時Jや「週日」は 2年次に現れる。いずれも掛け算九々の単元である
ため，編纂者としては 1日に 4時間ずつ勉強したら， 3日で何時間勉強することになるかな
どの問題を想定しているものと思われる。そして r1時二60分j や r1分=60秒j という記
述は 3年次に置かれている 13。そして，注目すべきは，これまで参照した教科書では初めて時
刻の読ませ方に関する記述が現れる点である。 4年次の諸等数の単元において，広さ，体積，
金高の単位に続いて「時及び時計の事j という小単元が置かれ，日，時，分，秒の相互関係の
式が示されている。それに続いて時の計り方は時計に就きて教授すべし」という注意書き
とともに，ローマ数字が示され，長室十が r1時間ごとに一回転し，分を示」し，短針が r12時
間ごとに一回転し，時を示す」と記されている 14。この後日 J (r真夜中より次の真夜中
に至る 24時J) ，や「正午午前午後」などの定義が掲げられている。その後の演習
問題としては， 19分 58秒を秒に直す諸等通法の問題やその逆の問題が置かれている。編纂趣
意書によると，第 4学年の 2学期に「度量衡貨幣及び時の制大要」と「度量衡貨幣及び時の計
算」という概要の下で時及び時計の事」が扱われることになっていた 150 2年次に「時」
「日 Jなどの単位が導入されるとはいっても，時間と時刻が正式に扱われるのは 4年次であっ
たと見てよかろう。
義務教育年限延長に伴って発行された第 2期固定教科書(1910年度から使用開始)では，
児童用書が尋常小学校 3年生用から発行された。 1年次， 2年次の教師用書に関しては，第 1
期と特に目立った変化は認められない。一方，第 1期の 3年生用教師用書にあった r1時=60
分Jや r1分=60秒」といった公式的な記述は，第 2期の 3年生用児童用書からは省かれてい
る。教科書には r1日は何時聞かJ， r7時は何分かJ r8分は何秒か」などの具体的な問闘
があるのみである 16。教師が口頭で伝えるべき内容は児童用舎には記il成しないという配慮が第
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1期から継承されたのであろう。また，第 1期の 4年生用教師用書にあった「時の計り方」の
記述が，第 2期の 4年生用児童用者から省かれている。時計による時刻の読み方や長針・短針
の回る速さは，教師が実際の時il-l・を用いて教えるべき事柄であって，児童用書に記載すべき内
容ではないという判断が働いたものと思われる。 3年生における時間と時刻の内容は，大きく
は掛け却の単元に含まれており寺聞と時刻の制度を教えることを主眼とするものではなかっ
た。このことは，編纂趣意書:に示されたシラパスにおいて「時間Jが4年 2学期の「諸等数の
il-・tiJの単元に置かれている点からも確認される 17。以上の通り，第 2期には若干の変化が認
められるものの，それは 3年次から児童用書が発行されたことに伴う変化であったと言って良
し、。
2 )第 3JTl・第 3期改訂版固定教科書
第一次大戦前後の社会の変動と新教育の影響を受けて改訂されたのが，第3期固定教科円(第
1，第 2学1"-は 1918年度から使用開始。以後学年進行)である。 2年生用の教師用教科治にお
いて「時」と「分」という単位が導入され， 3年生用の生徒教科書で，時間，分，秒を換f;1:す
るfln庖が導入される点は，第 3期の固定教科書でも変わりない。しかし，教育改革運動の影響
と思われるが，編纂趣意書には「実測」の章が置かれ長さ・析目・目方に関する問題を教
授するとき最初はそれぞれ度器・量器・衡器を説明して其の用法を教え，且時々実測せしめ又
I~I 測をも試みしめ，以て児童をして之等の数量に親しむましむることに注意すべき」と述べら
れている。さらに時間に関する問題を教授するとき時計に就きて時の見方-を教え，且時の
観念を明確ならしむることに注意すべき」との注意もなされた 180 H寺計は寺の観念、を教える
ための実験実測の道具という位置に置かれたことがわかる。
そして，メートル法専用を定めていた改正度量衡法(1921年 4月成立)の施行が 1924年 7
月 1日に定まったことに伴って改正されたのが，第 3期改訂版固定教科書(第1，第 2学年は
1926年度から使用開始)である。翌 1925年より，修正算術書 1，2年生用が使用されること
となった。ここでは，第 l期以来継続して掲載されてきた 17日=1週Jだけでなく 11日=
24 n寺」と 11時=60分Jという式も教師用書に載せられている。その後時計に依りて l
H寺聞は 60分なることを教え，長針短針の 1回転する時間を知らしむべし。」という注意書き
がなされている 19。特に時刻の計り方に関する言及はないが，時計の長針と短針が l回転する
時間という第 1期の第 3学年用の教師用書とほぼ同じ記述が現れている点から見て，第 1期以
来 3年次で扱われていた時刻の読み方は，第 3期改訂版では 2年次に下がったと見てよいだろ
う。編纂趣意書は，新たに「時間」の章を立てて，その事情を述べている 20。
世の進歩に従い時間の観念を幼時より深からしむることの必要なるは勿論なり。又生徒も
学校に入りでは時によりて律せらるるが故に，時間の観念を第二学年にて与うることとし
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たり。従来時間に関しては第二学年までに於て日 ・時 ・週なる名称は授けたるに其の精確
なる観念を与えざりき。因りて今回の修正に於て以上の外，分をも加え 1日は 24時 1
n寺は 60分 1週は 7日なることを授け，其の観念を精確に与うることとせり 。
そして， 4年生児童用書には， 1寝中H寺計の図柄 (27) 下ノ給ノ時貯ハ何時何分
からH寺刻を読ませる右の問題が出されている 210
時言十の絵から時刻を読ませる問題としては， もっ
とも初期のものであろう。編纂趣意書によると，
第 3学年では時間に関する計算問題の分量が増し，
第 4学年では時間と暦に関する「応用問題Jの分
ーを増すなど，全体として時間と時刻に関する単
元が前倒しになっている。
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それでは第 3期改訂版において，時間と時刻の内容が重視され，前倒しになった理由は何だ
ろうか。直接的な理由は，今回の改訂の直接的な理由である改正度品衡法の施行(尺釘法の廃
止)の決定である。これによって，従来 2，3年次の内容の多くを占めていた尺貫法(尺，寸，
分，丈，間)の問題が削除されたことから，時間と時刻が前倒しされる条件が整っていた 22。
しかし，なぜ他の領域ではなく時間と時刻なのかという聞いに答えるためには，メートノレ法の
普及を推し進めた社会的な力と同じ力が時間と時刻の教育にも働いたと考えるべきであろう。
当時文部省の外郭団体である生活改善同盟会(1920年発会)が生活改善運動を推進していた。
生活改善運動は，衣食住の生活全般にわたって都市中間周の生活合理化を進める運動であり，
その一環として「時の記念日」の開催などを通した「時間励行Jの運動を推し進めていた 230
第 3期改訂版固定教科書における時間と時刻の重視も，この文脈の中にあった。
3 )第 4矧 ・第 5期固定教科書
第 4 期固定教科書『尋常小学算術~ (いわゆる 「緑表紙
教科書J，第 1学年用が 1935年から使用開始。以後学年
進行)は，初めて 1，2年生用の児童用舎を発行した点で，
現代の算数教科書の直接的な起源、と言える。教科書の図版
で時刻の読み方を教えるのは，この時に始まった。右は，
1年生児童用教科書の上巻の 1頁である 24。教師用書によ
ると ，このページは児童の有する時刻の大体の観念か
ら出発して，時計による時刻の見方を教えようとするJ25 
ものであった。扱い方についても，以下の通り詳述してい
る。
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先づ，児童の日常生活について，朝 ・昼 ・晩(夕方) ・夜等の語による漠然としたものか
ら出発して，朝早く，昼過ぎ，夜遅くなどの語による時の経過，時刻の前後に関心をもた
せる。進んで，起床 ・朝食 ・登校 ・始業 ・昼食 ・終業 ・帰宅 ・おやつ ・夕食 ・就床等によ
って，粉々はっきりしたH寺刻に及び寺家IJの名称 iU寺Jを導き出して時計ーに及ぶ。児蛍用
主の絵は，この中の起床 ・始業 ・昼食 ・おやつの↑背景と時計とを示したものである。これ
銭の時刻は，必ずしも一定してはいないが，此処では起床は六時，始業は八時，昼食は十
二時，おやつは三時のつもりである。しかし，実際の始業が，例えば八時十分であるよう
な場合には，八時過ぎとして言表させ分」には触れないがよい。そうして，これ等の
時刻は，時計によって説明するのであるが，その際に長針を回転して常に 12を指させて，
一時から十二時に及ぶ。随って，此処で，数字 10，11， 12の読方を教える。
811寺や 9n寺といった 1n寺間区切りでH寺聞を読ませ
るのであれば，短針のさす数字を説めば良いのであ
るから，比較的容易である。時計-の読み方と関連付
けられて数字 10，11， 12が導入される点も不都合
はないだろう。以上の通り，第 4次固定教科書では，
l年次に 1時間区切りでの時刻の読み方を学ぶこと
になっていた。続く 2年生では，右の通り 5分刻み
でのH寺刻の読み方が扱われた。1時間区切りで時刻
を読ませる 1年生の課題に比べ，5分区切りで時刻
を読ませる課題は，右の一番下の例のように，長針
が一見 8を指しているように見えても， 7時 50分と
読まなければならない場合があるため，難しい。だ
からこそ， 1年次は 1時間区切りでの時間の読み取
りの線組に限定したのであろう。H寺聞と時刻を導入
する|燃の繊細な配慮を読み取ることができる。
以上の通り，時計の図版を過して，時刻の読み方
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.:tカアサンョシヲ・
サン..:tキナサイ.
ゴランナサイ.モウ
大崎ハンデスヨd
ヨシヲJオカアサン. 
.:tヤツヲヤサイ.J
オカアサンマグ
二時三十五フンデ，、
アリマセンカ.J
.:t1Jアサンモウ十
平グネマセウネOJ
を扱うという現代的な時刻の教育は，緑表紙教科書を通して始まったと言える 26。そして，導
入の際に児童の発達への配慮も見られた。
さて，緑表紙教科書は次の 3つの点でも特徴的であった。第一は，予定の時刻を守るべきで
あるという規範意識が教科書芸に現れている点である。よしおさんの母親は，時計を指し示しな
がらもう六時はんですよ。Jと告げている。この表現には，予定の時刻に遅れることを戒
めるニュアンスが込められている。第 l節で見たとおり，時間の換算などの計算問題は，明治
初年の教科書から見られるが，その問題には約束の時刻を守るべきだという規範的なニュアン
? ?? ?
スはなかった。時間に関する規範意識は，生徒心得や修身の教科書;だけでなく，算術の教科書
にも入ってきたのである。緑表紙教科書の第二の特徴は，時間に対する時刻の優位性が確立し
た点である。先に引用したページの次のページでは，家を出た時刻と学校に到着した時刻が時
計で示された上でおうちを出てから学校へつくまで，なんぶんかかったでしょう」という
聞いが置かれている。時間は時刻と時刻の差として導入されているのである。第三の特徴は，
時計の針のなす角と関連付けられて角度が導入される点である。第三学年児童用(上)の最初
の単元(r時計の針」には九時をさしている時計の，長い針と短い針との間の角は，直角
であるといいます」という文言があり，時計の図版が載せられている 27。同じ扱いは現代の教
科書に継承されている。
最後に国民学校制度発足と同時に使用された第 5期固定教科書『カズノホンH初等科算数』
(1941年より使用開始)を見ておこう。 1年生用の上巻に相当する『カズノホン uでは 2
頁にわたって，児童が朝起きてから学校に登校し授業を受け，昼食をとった後，放課後公園で
遊び，夜 8時に就寝するまでの一連の児童の生活を，絵と時計の図で表している 28。小学校生
活を始めるにあたって，生活のリズムを確認するかたわらで 1時間区切りでの時計の読み方
を教えたのであろう。そして 2年生用の上巻に当る『カズノホン 3~ では，時計の図版を示
して， 7時20分という時刻を読ませている。第 4期と同様， 1年次に 1時間区切りでの時刻を
読ませ，2年次に5分区切りで時刻を読ませるカリキュラムが組まれていたものと推測される。
第 3節 戦後の時間と時刻の教育
最後に学習指導要領の変遷をたどりながら，戦後における時間と時刻の教育を述べよう。
第 1次学習指導要領 (1947)には，時間・時刻に関する記述がほとんどない。わずかに，第
1学年の指導内容における r100までの整数を読んだり，書いたりすること」の項目で，考査
の方法として「時計の文字盤を読むこと j が例示されているに過ぎない。時間と時刻のカリキ
ュラムが詳細に規定されたのは， 1948年に出された「算数数学科指導内容一覧表(算数数学科
学習指導要領改訂)Jからである。この時，以下の内容が各学年で定められた。各学年の表か
ら時間・時刻に関する項目を抽出すると，以下のようになる。
1年 O午前なん時，午前なん時半午後なん時，午後なん時半 O時計による一日の生活
(起きる時刻，学校の始まる時刻，学校から帰る時刻，寝る時刻など)
3年 05分単位で時刻や時間を表わす。 01日の生活を規則正しくするために，時刻，
時間をもとにして，計画をたてる。
4年 01分単位で，時刻や時間を表わす。 o道のりを歩いた時間で測る。 o時刻表
。電車，汽車，乗合自動車などの発車時亥 o学校の 1日の生活
1年生の内容は「測定Jの領域の中に置かれているから，事実上時計での時刻の読み方を学
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ぶ課題ということであろう。 1年生で 30分刻みの時計の読み方を学び， 3年生で 5分単位の読
み方を学び， 4年生で 1分単位に及ぶという，極めて段階的で丁寧な扱われ方をしていたこと
がわかる。
続く第 2次学習指導要領(1951)では 1年生で時計の分針・時針を知り， 2年生で 5分区
切り， 3年生で 1分区切りで時計の時刻を読むことになっていた。戦後初期において寺言卜を
読む学習は極めて段階的かつゆるやかに導入されていたのである。
算数教育に関しては，占領期に水準が下がった後，第 3次学習指導要領(1958)で水準が元
に戻るとともに学問的な系統性が強化されて，第 4次学習指導要領 (1968， i現代化学習指導
要領J)で学問的水準が最高になるという理解が一般的である。時間と時刻に関してはどうだ
ろうか。
実は，時間と時刻の導入時のカリキュラムに関する限り，第 3 次と第 4 次の学習栴i特製旬~は
第 2次学習指導要領を踏襲していた。第 3次学習指導要領では，第 l学年でとけいで，何
日寺，何時半などを読むこと。」と定められ，第 2学年で「とけいによる時刻の読み方(分まで)
を知ること。 Jが求められていた。第 2次学習指導要領において第 2学年では 5分区切りでH寺
計を読む段階が置かれていたから，その段階が圧縮された分，内容が高度化したともいえるが，
時間と時刻が導入される第 1学年で何時何時半までを扱うとされた点で、は，戦後初期lの扱い方
を踏襲していたのである。この扱いは，現代化カリキュラムと言われる第 4次学習指噂要領で
も変わらなかった。第 3次，第 4次とも，第 l学年では簡単な場合の時刻を読むことができる
ことが目標とされ，その「簡単な場合の時刻j の例として何時，何時半が例示されていた。そ
して，何時，何時半という例示はなくなったものの簡単な場合について. 1寺東IJをよむこと
ができるようにするJ (下線は引用者による)という同じ規定は，続く第 5次学習指明要領で
も踏襲された。実態については，検定教科書で確認する必要があるが，おそらく第 5次学習指
導要領まで，初年段階での時計の読み方は何時半までだったと言えるだろう。
第 l学年で「簡単な場合Jの時刻ではなく時刻をよむことができるようにする。 j こと
そのものが初めて求められたのは，ゆとりの掛け声の下で時間数が削減された第 6次学習指導
要領である。 1998年告示の第 7次学習指導要領では，第 1学年での時間・ H寺刻の学習内容の規
定がなく日常生活の中で時刻をよむことができるようにする。 Jは2年生の学習内容とさ
れた。そして，その第 2学年に上がった内容が再び降りてきたのが，今回の学習指導要領であ
る。
ゆとりを求める中で，実は時計を読む学習は下の学年におろされてきたのであり，こうして，
100までの数をようやく学んだ子どもーしかも，いまだ 57ミリメートノレを定規の目盛で読むこ
とを学んでいない子どもーがアナログ時計で4時57分などの l分刻みの時刻を読むカリキュラ
ムが成立してきたのである。
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おわりに
これまで学制期から今日に至るまでの「時間Jと「時刻」の教育を跡付けてきた。最後に，
これまでの議論を踏まえて時間」と「時刻」の扱われ方から見える日本のカリキュラム史
のー断面について考察しておこう。
検定期に様々な実験が行われ，その結果が固定教科書;に吸収されて，今日の算数教育のカリ
キュラムの原型ができたという命題は，数と計算の領域に関してはほぼ全面的に成り立ってい
る。しかし，時間と時刻の扱われ方からは，カリキュラムの変遷について別の側面が見えてく
る。一つは，戦前から戦後初期を経て現代化運動を表現した第 4期の学習指導要領に至るまで
の連続性であり，もう一つは，第 5期までの学習指導要領と第 6期以降の学習指導要領の問の
断層である。第 4期ないしそれを踏襲した第 5期の学習指導要領までは，初年次から時刻;を読
ませる課題を出したとしても，せいぜい何時，何時半までであり，そこから 5分区切りで時刻
を読ませる段階， 1分区切りで時刻を読ませる段階までには細かいステップが準備されていた。
アナログ時計で時刻を読む課題は，針が 2本あることだけを見ても，定規の目盛で読みとる課
題に比べ難しい。その点への配慮は，初めて 1 年生用の児童用舎を発行した「緑表紙教科書~J 
にも認められ，戦後初期の学習指導要領にも明らかに認められた。しかしゆとり Jの掛け
声とその後の混乱とともに，その配慮は背景に退いてしまった。
第 6次学習指導要領において 1年次に 1分区切りで時刻を読ませるカリキュラムになったの
は，どのような事情によるのであろうか。現代化運動を経た第 5期以降，算数教育の時間数の
配分が高学年重点型から全学年均等型に移っており，総体としてはその事情が関わっていると
思われる 29。算数のカリキュラムは， 1位数の加減，繰り上がり・繰り下がり， 2位数の加減，
九々，乗法，除法，小数，分数へと相互に強く結びついており，その一部のみの学年を繰り上
げることは難しい。その点，比較的独立した単元である時間と時刻は，配当時間の要請に基づ
いて下の学年へと前倒しできるとみなされた可能性がある。
本稿は歴史研究であるから，現行のカリキュラムに対する価値判断は慎むべきであろう。し
かし，これまで見てきたとおり，第 1期・第 2期固定教科書では教師用書の記述内容をそのま
ま児童に語ることを戒め，第 4期固定教科書では時刻と時間の区別を児童に求めることに慎重
であるべきだと説き，第 2次学習指導要領では児童の発達にともなって次第に時計の精密な読
み取りを求めていた。それらに表現されていた児童の育ちへの柔らかい感覚，あるいは子ども
への応答性というものは，今日もなお継承されているだろうか。今回はその問題提起をするに
とどめ，子どもへの応答性が消失しつつあるという仮説の検証は次回に回すことにしたい。
?
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